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一
門

δ
カ
イ
リ
の
渡
し
い
渡
に
も
ま

れ
始
め
て
か
ら
、
は
や
三
年
目
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
@
怒
む
と
お
ま
ざ

る
に
拘
ら
ず
、
湾
て
る
漁
業
へ
の
蕊
換

を
本
気
で
や
ら
怠
け
れ
ば
、
食
っ
て
ゆ

け
怠
い
田
町
代
に
な
り
ま
し
た
。

水
産
港
建
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
膏
て

る
漁
業
の
開
発
研
究
を
行
怠
う
事
を
目

的
巳
設
置
さ
れ
、
十
一
年
巳
怠
り
ま
す
。

こ
の
皆
同
私
達
は
、
漁
業
者
の
皆
さ
ん

に
本
当
に
役
立
つ
銭
円
。
由
民
い
研
究
を
し

た
い
と
念
願
レ
て
、
日
々
の
業
慈
に
た

ず
さ
わ
っ
て
参
り
ま
し
定
。
ぎ
芝
、
研

究
を
進
め
る
に
当
つ
て
は
、
本
当
に
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
鈍
協
力
を
得
て
参
り

ま
レ
た
。

し
か
し
、
得
ら
れ
た
結
果
は
、
果
し

て
充
分
筈
さ
ん
の
所
ま
で
還
元
さ
れ
て

い
芝
で
し
ょ
う
力
。
水
産
を
取
巻
く
厳

し
い
現
状
を
迎
え
て
反
省
さ
せ
ら
れ
て

い
る
跨
舎
で
写
。

そ
こ
で
、
遅
れ
舵
ぜ
な
が
ら
、
得
ら

れ
た
経
由
来
を
出
来
る
だ
け
遼
や
か
巳
、

関
係
の
方
々
に
お
伝
え
す
る
事
を
白
的

と
し
て
、
こ
の
『
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
』

の
刊
行
を
思
い
た
っ
た
次
第
で
写
。

本
紙
は
二
ヶ
月
に
一
回
の
部
合
で
刊

新

長

伊

進
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藤

行
す
る
系
走
で
あ
り
ま
雪
。
速
報
す
る

こ
と
を
旨
と
考
え
て
お
り
ま
守
の
で
毎

回
の
配
置
苧
は
、
必
ず
し
も
充
分
な
も
の

ば
か
り
と
は
ゆ
か
怠
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
ガ
、
信
悠
を
つ
け
る
事
よ
り
も
本
紙

を
通
じ
て
先
づ
皆
さ
ん
と
ゆ
を
通
じ
合

う
事
ガ
先
芝
と
患
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
キ
ザ
怠
畿
で
す
ガ
、
紙
置
の

叡
す
躍
り
、
貌
筆
者
の
顔
写
真
を
鼠
ぜ

る
蝉
憶
に
し
て
み
疋
い
と
偲
a
(

〆
之
お
り
ま

す
。
『
こ
ん
怠
顔
を
し
た
男
ガ
、
こ
ん

な
事
を
言
っ
て
い
芝
恥
と
言
う
事
か
ら

お
互
の
理
解
の
繍
ガ
広
ガ
り
、
こ
れ
ガ

鮮
と
な
っ
て
、
皆
さ
ん
と
セ
ン
タ
ー
蔵

員
の
蜜
蝕
ガ
密
埠
置
に
な
れ
ば
望
外
の
喜

び
で
す
。

セ
ン
タ
ー
滋
員
以
外
の
方
々
か
ら
の

投
稿
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
遠
慮
芯
〈

原
稿
を
お
寄
せ
下
さ
る
緩
お
願
い
し
ぎ

す。
こ
れ
苓
の
こ
と
C
よ
っ
て
、
魂
の
入

つ
芝
誌
厳
研
究
を
進
め
て
ゆ
き
芝
い
と
、

決
憲
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
e

皆
々
世
帯
の
郵
叱
正
と
御
協
力
C
よ
り
、

E
R
続
き
守
る
『
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
』

C

湾
て
て
齢
聞
く
議
、
出
力
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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昭
和
五
十
四
年
度

「
セ
ン
タ
ー
の
事
業
分
担

凶~~~~~~~~~~~~~ 2 

立
明
日
電
，

Z事
務
取
級

d
/
tも
点

、

蓋

江

春

三

漁
場
部
は
そ
の
名
称
の
辛
つ
に
、
開
場

環
境
条
件
の
謂
査
歩
主
な
業
務
と
し
て
い

る
が
、
今
年
度
は
次
の
五
項
目
に
重
点
を

置
い
て
事
業
彦
選
め
る
計
画
で
あ
る
ε

一
、
む
つ
湾
開
発
問
蓋

む
つ
湾
内
に
設
宣
さ
れ
た
五
基
の
プ
イ

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
、
海
況
の
自
劃
観
測
を

実
施
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
P
渉
用
い

て
、
海
況
の
愛
配
歩
予
関
す
る
。
得
ら
れ

+
結
果
は
震
撫
協
他
に
情
報

tて
提

供
し
、
皆
さ
ん
の
撫
業
・
増
養
殖
管
理
に

役
立
て
て
一
献
く
L
A
Y
つ
計
争
つ
。

(
担
当
三
津
谷
・
仲
村
技
師
)

ニ
、
浅
海
定
線
調
査

毎
月
一
回
、
白
鳥
丸
で
、
む
つ
湾
内
の

海
洋
観
測
歩
美
施
し
、
海
況
菱
配
の
資
斜

介
ヒ
て
情
報
伊
提
供
す
る

c

(
担
当
仲
村
技
師
他
)

三
、
赤
潮
予
察
・
員
毒
血
完
全
原
因
調
室

昨
年
か
ら
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
ホ
タ

テ
ガ
イ
な
ど
の
員
穫
の
原
因
シ
迂
る
特
殊

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
正
犯
を
究
明
し
、
そ
の

対
策
歩
検
討
す
る
。

(
担
当
尾
坂
技
師
・
天
野
技
師
・

績
本
臨
厳
・
金
田
一
臨
織
)

青森県水産増殖センターだより

回
、
仁
つ
湾
漁
場
保
全
基
礎
輯
董

昨
年
夏
に
起
っ
た
魚
類
の
へ
い
死
現
象

な
P
議
場
環
境
問
題
の
対
策
と
し
て
、
今

年
度
を
初
年
度
と
し
て
、
三
年
毎
に
、
水

質
・
底
夜
間
・
底
生
生
物
の
調
査
を
実
施
し
、

積
場
環
境
の
再
評
価
と
、
監
視
の
基
礎
資

制

r子
る
c

(
担
当
仲
村
技
師
・
永
峰
技
師
他
)

豆
、
新
聞
査
船
建
造
に
関
す
る
揖
査
誼
針

新
し
い
謂
査
船
の
調
査
設
計
費
が
認
め

ら
れ
た
の
で
、
そ
の
調
査
設
計
に
か
か
っ

て
い
る
が
、
愚
新
鋭
の
装
備
が
そ
な
え
た
、

ニ0
ト
ン
ク
ラ
ス
の
本
格
的
調
査
船
秒
建

造
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(
担
当

-Jh田
船
長
)

rJ副

部

長

ヨ
麿
ミ
J

膏

山

禎

失

む
つ
湾
に
お
け
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
安
定

生
産
と
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
外
海
持
場
の
開
発

歩
推
進
す
る
た
め
、
次
mu
上
語
呂
に
重
点

9
置
い
て
謂
査
研
究
か
進
め
る
c

一
、
天
然
採
播
予
報
揖
査

普
及
所
、
持
業
研
究
会
等
と
協
力
し
て
、

母
員
の
調
査
、
ラ
i
パ
謂
査
、
付
着
稚
貝

調
査
を
実
施
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
導

入
し
ず
奈
苗
予
報
責
汀
な
え

F 民、

(
担
当
平
野
県
師
他
)

二
、
異
常
へ
い
究
対
策
試
験

金
属
一
を
対
象
'Y
「
)
て
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

へ
い
死
力
実
態
を
諸
宣
す
る
と
共
に
、
ホ

タ
テ
ガ
イ
の
生
理
・
生
態
を
吟
味
し
、
ま

+
薪
し
い
養
種
技
術
の
開
発
に
努
め
、
異

常
へ
い
究
対
策
の
普
及
徹
底
か
国
る
c

(
担
当
高
橋
芋
荏
研
・
平
野
技
師
)

三
、
貝
類
養
殖
場
適
正
刺
周
研
究

試
験
開
場
を
使
っ
て
、
実
際
に
ホ
タ
テ

ガ
イ
渚
養
奄
管
理
秒
存
な
い
、
異
常
へ
い

究
が
起

fyoh怯
い
浩
一
携
の
利
用
・
管
理
法

を
実
証
言
」
書
む
c

ま
た
理
想
的
と
恩
わ

れ
る
方
法
ポ
議
描
作
り
芝
付
な
い
e

そ
の

種
苗
性
9
検
討
し
、
異
常
へ
い
死
対
策
の

基
礎
資
棋
と
す
る
e

(
担
当
田
中
技
師
・
青
山
部
長
)

回
、
地
ま
さ
漁
場
利
用
研
究

地
ま
き
溶
い
携
に
お
け
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

或
青
状
況
の
実
態
を
謂
査
し
、
地
辛
重
一
一
荷

揚
の
利
用
・
管
理
。
あ
り
か
た
か
}
明
ら
か

に
す
る
c

(

担
当
塩
垣
技
師
也
)

五
、
外
海
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
場
開
発
試
験

車
力
、
野
牛
伸
に
放
流
し
た
ホ
タ
テ
ガ

イ
の
追
跡
講
査
伊
戸
汀
な
い
、
ホ
タ
テ
漁
場

復
立
の
可
能
性
歩
明
ら
か
に
す
る
乙

(
担
当
定
一
泊
一
一
技
師
他
)

六
、
大
型
海
峡
周
辺
に
お
け
る
謂
査

津餌
V
J
栂
峡
及
び
日
本
海
、
太
平
洋
岸
に

お
い
て
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
大
且
星
放
流
と
潔

境
条
件
。
調
査
室
け
な
い
、
ホ
タ
一
ア
沿
い
湯

成
立
の
可
能
性
を
比
較
検
討
す
る
む

(
担
当
高
僑
主
任
研
也
)

七
、
大
型
増
殖
団
地
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

三
回
以
、
岩
屋
州
仰
が
一
対
象
と
し
た
ホ
タ

チ
種
菌
の
自
給
と
、
そ
の
放
流
に
よ
る
ホ

タ
一
土
問
旧
安
υ建
造
業
措
置
功
に
莞
)
く

為
の
謂
査
と
指
導
か
存
な
う

R

、

(
担
当
塩
垣
技
師
他
)

-
4
a圃

z:
部

長

，

弘

主

見

、

佐

藤

敦

今
年
一
受
ほ
、
新
規
事
業
二
つ
を
含
む
次

の
八
項
目
の
調
査
と
試
験
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
c

一
、
ア
カ
ガ
イ
の
種
描
生
産

ア
カ
ガ
イ
摺
養
殖
}
業
推
進
の
基
礎
と
な

る
種
描
ヲ
く
り
の
仕
事
で
あ
る
。
今
年
度

は
特
に
、
大
量
の
種
苗
を
効
率
的
に
人
工

採
苗
す
る
技
術
の
開
発
に
努
め
る
。

(
担
当
宝
多
技
師
・
川
村
技
能
員
)

二
、
ア
ワ
ピ
種
苗
量
産
技
術
開
発
試
験

現
在
、
苧
工
村
に
建
設
中
の
栽
培
漁
業

セ
ン
タ
ー
司
自
立
つ
よ
う
に
、
ア
ワ
ピ
種

苗
の
量
産
技
術
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
に

努
め
る
c

な
お
得
ら
れ
た
稚
員
は
県
内
の

ア
ワ
ビ
中
間
育
成
漉
設
に
供
給
す
る

c

(
担
当
小
田
切
技
師
・
福
田
技
能
員
・

山
日
技
師
・
大
川
技
師
)

三
、
ア
カ
ガ
イ
増
殖
試
験

ア
カ
ガ
イ
の
摺
養
培
技
術
の
進
展
を
目

的
と
し
て
、
天
然
採
益
予
報
調
査
、
放
流

試
験
、
養
殖
誌
散
を
実
寵
す
る
c

(
担
当
宝
多
技
師
他
)

回
、
ホ
ッ
キ
ガ
イ
増
殖
試
験

ホ
ッ
キ
ガ
イ
の
天
然
発
生
稚
貝
の
調
査
、

.-、

放
流
効
回
用
調
査
な
ど
が
片
付
な
い
、
ホ
ッ
キ

ガ
イ
の
増
奄
方
策
珍
検
討
す
る
。

(
相
当
宝
多
技
師
他
)

玉
、
サ
ザ
エ
増
殖
試
験

今
年
度
か
ら
着
手
す
る
も
の
で
、
日
本

海
岸
に
お
け
る
サ
ザ
エ
漁
業
の
実
態
調
資
、

生
態
謂
査
、
人
工
採
沓
試
験
な
戸
歩
}
実
施

す
る
c

宝
多
技
師
他
)

(
担
当

六
、
ア
ワ
ビ
増
殖
試
験

ア
ワ
ピ
の
放
流
遺
地
、
放
流
遺
サ
イ
ズ

な
ど
が
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
人
工
採
苗

種
苗
の
放
流
と
追
跡
調
査
ι
乞
実
施
す
る

c

(
担
当
福
田
業
務
員
他
)

七
、
ア
ワ
ビ
大
規
模
漁
場
開
発
事
業
調
査

風
間
浦
地
区
、
三
八
地
区
を
対
象
と
し

.
た
ア
ワ
ビ
漁
場
造
戒
事
業
秒
読
功
さ
ぜ
る

た
め
、
浮
遊
幼
生
、
幼
稚
員
、
モ
デ
ル
礁

の
調
査
を
分
担
す
る
。

(
相
当
小
田
切
持
師
他
全
員
)

八
、
組
織
的
輯
査
活
動
推
進
事
業

平
館
地
区
を
対
象
と
し
て
、
漁
業
の
実

態
歩
検
討
し
、
複
合
養
殖
の
可
能
性
と
、

そ
の
問
題
点
砂
朗
ら
か
に
す
る
c

(
担
当
佐
藤
部
長
)

そ
の
他
、
種
苗
生
産
試
験
に
必
要
な
海

水
温
度
制
御
装
置
の
運
転
と
、
海
水
ろ
造

装
置
の
新
設
工
事
を
担
当
す
る
c

(
担
当
荒
田
技
師
・
度
内
技
能
員
)

F守
部
長高

橋

邦

夫



今
年
度
は
、
新
規
事
業
二
つ
室
凸
む
次

の
六
つ
の
事
業
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
c

一
、
サ
ケ
海
中
飼
育
放
流
拡
験

む
つ
湾
を
サ
ケ
の
豊
摩
に
す
る
事
秒
鰻

終
目
標
シ
ヒ
て
、
昭
和
五
三
年
か
ら
五
六

年
ま
で
、
毎
年
三
百
万
粒
の
海
中
飼
育
放

慌
試
絵
空
実
施
す
る
c

詳
粧
は
図
面
に
記

母
親

c
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(
担
当

二
、
マ
ダ
ラ
相
殖
獄
験

今
年
か
ら
着
手
す
る
も
の
で
、
む
つ
湾

に
来
遊
す
る
マ
タ
ラ
の
生
態
を
謁
査
し
、

資
源
培
糞
僚
を
講
じ
よ
っ
と
い
も
つ
も
の
で
、

親
魚
・
稚
魚
の
生
態
謂
査
、
標
識
放
流
、

人
工
定
義
な
ど
を
実
施
す
る
主
で

あ
る
。

小
倉
技
師
他
)

(
担
当
一
早
川
芋
荏
研
究
員
)

三
、
ア
ユ
種
苗
量
産
試
験

ア
ユ
の
種
苗
は
、
毎
年
県
外
か
ら
二
十

万
尾
内
外
を
買
入
れ
放
流
し
て
い
る
現
状

に
あ
る
c

種
萄
の
入
手
私
品
販

L
tな
っ
て

来
て
い
る
の
で
、
県
内
で
の
自
給
依
制
を

整
え
る
、
挙
世
が
あ
る
つ
c

本
年
度
は
、
人

工
採
苗
に
必
要
な
餌
の
箔
養
ル
昂
稚
魚
の
越

冬
試
験
を
実
施
す
る
予
定
c

(
担
当
高
橋
部
長
)

目
、
ヒ
ラ
メ
種
苗
量
産
筏
術
開
発
試
験

栽
培
、
撫
業
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
そ
な
え

て
、
ヒ
ラ
メ
種
苗
の
量
産
技
術
を
開
発
す

る
た
め
に
、
大
量
採
卵
、
餌
料
生
物
の
大

婁
逼
技
術
珍
検
討
す
る
c

(
担
当
中
西
控
師
)

玄
、
有
馬
甲
F
E
類
増
殖
試
験

本
年
度
か
ら
ク
ル
マ
エ
ビ
の
種
苗
生
産

.--

技
鍔
「
ド
L
t
試
験
か
}
中
毒
す
る
予
定
c

(
担
当
小
倉
時
一
部
)

六
、
む
つ
湾
開
発
観
査

プ
イ
・
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
海
況
斐
配
予

測
調
査
(
準
家
担
当
)
と
並
行
し
て
、

む
つ
湾
に
来
遊
す
る
魚
類
の
状
況
を
讃
査

し
、
強
い
祝
予
舵
聞
の
纂
礎
資
料
し
yvず
る
計
E
H

で
あ
る
。

(
担
当

早
川
主
任
研
究
員
)

F-司、!…
j
U
1
4

一
ー
叫
都
長

ν

，FZA一
竜

三

木

女

異

今
年
度
は
、
本
県
外
海
の
重
要
な
磯
資

源
で
あ
る
コ
ン
ブ
・
ワ
一
一
・
ア
ワ
ビ
な
ど

の
総
合
的
な
調
査
研
究
、
特
に
沿
~
宇
治
い
場

整
備
開
発
事
業
関
係
の
調
査
が
主
片
山
に
実

施
す
る
計
画
で
あ
る
c

一
、
コ
ン
ブ
大
規
模
漁
場
開
発
事
業
鶴
査

事
業
浄
実
施
し
て
い
る
今
別
、
石
持
、

大
間
各
地
区
に
お
い
て
、
事
業
羽
田
官
房
}
中

心
に
、
食
害
酌
動
物
(
ワ
ニ
)
や
競
合
生
物

(
雑
海
藻
・
フ
、
ン
ヅ
ボ
な
戸
乙
と
、
コ
ン

ブ
の
閉
山

E7明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
力
を

入
れ
て
調
査
す
る
c

(
担
当
今
配
地
区
足
的
+
十
一
F
也

石
持
地
区
一
一
一
木
部
長
也

大
開
地
区
i

沢
田
技
師
他
)

二
、
ア
ワ
ビ
大
規
模
漁
場
開
発
事
業
概
査

乙
の
事
業
は
、
ア
ワ
ビ
稚
員
の
沈
着
・
育

成
場
の
造
戒
を
主
題
と
し
、
餌
料
海
藻
の

増
殖
な

P
E含
む
c

風
間
浦
地
区
で
は
昭
五
三
年
度
か
ら
、

三
ヘ
地
区
ペ
江
川
昭
五
日
年
さ
か
ら
、
一

生
日
円
分
布
、
館
料
海
藻
、
ア
ワ
ビ
の
生
態

調
査
な
ど
を
サ
相
一
す
る
。

(
担
当
曳
山
町
一
掬
池
宮
1
1
三
木
町
助
長
也

三
ヘ
地
区

i
l足
助
主
霊
)

三
、
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
増
殖
試
験

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
心
情
日
涼
培
養
に
関

す
る
総
合
的
な
試
鞍
研
究
に
取
組
ん
で
い

る
ι

姥
海
藻
地
区
へ
の
日
伸
一
泡
誌
験
、
天
然

稚
仔
の
発
生
生
徒
]
一
調
査
な
μ
一
か
一
委
関
し
た

い
と
考
え
て
い
る

ζ

(
担
当
甲
山
田
技
師
)

四
、
幼
稚
仔
保
育
場
造
成
事
業

日
ι
日
喧
定
区
(
ア
ワ
ビ
)
、
石
崎
地
区
(
内
ノ

ニ
)
で
中
央
軍
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
、
事

業
効
果
実
室
hr
圭
体
に
、
海
中
造
林
に
よ

る
生
約
帽
の
菱
化
な
ど
を
這
都
議
査
す
る

計
底
で
あ
る
一

(
担
当

日
技
師
)

Qー

とら
室
長佐

藤
慶
志
郎

総
務
室
l
f

出
、
育
て
る
漁
業
の
閣
発
研
究

主
勺
な
っ
て
い
る
当
セ
ン
タ
ー
・
の
台
一
明
を

あ
づ
か
っ
て
お
り
、
「
縁
の
下
の
力
持
役
」

に
な
る
よ
っ
専
念
し
た
い
と
患
っ
て
い
る
乞

事
務
沿
担
。
概
要
は
、
総
務
及
び
出
納

|
佐
拳
室
長
、
予
算
編
後
・
執
行
及
門
経

理
!
日
同
士
荏
、
給
与
・
福
利
厚
生
l
金

尺
主
任
e

水産増殖センターの機構と人員
，ー、日~和協同一

光也・石日 経・畑井孝子

j学一・五十嵐照明・田中;美代子

忠良

総務室長一一一一一田沢

(佐軍事痩志郎) 金 問

斉藤

幸
・
無
志

政

『

釦

曙
嶋
本
田

尾

橋

金

洋

三

雄

文

勝

勝

部長 一一一一一三津谷 正・永陣

取扱 仲村俊薮・天野
春三)

尾坂 康・浜田

場
務
江

漁
事
噛

忠、

優

克成・平野

俊車庫・塩垣

ぽたて貝部長一一一一一高橋

(青山禎夫) 田中

茂

春

子
構

幸

光則・荒田

要・鹿内

慎作・木村

部長一一一一-/J、日切昭久・大!II

敦) 宝多森夫・ I11村

山日 遠道・福田

員類
(佐藤

部長一一一一一一早111 豊・中高 広義
邦夫)

小倉大二箆・佐連事字紀子

魚類
t高橋

芳 典満・三戸光 久 ・ 沢 田部長一一一一一一足助
文興)

草
木

迩
ロ
)

長一一一次 長
進) ((宣江春三)

所
(伊藤
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サ
ケ
海
中
飼
育
放
流
試
験

稚
魚
ガ
獲
れ
た
ら

お
知
ら
せ
下
さ
い
グ

技

師

小

倉

大

二

郎

%
の
歩
留
り
か
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
乞

こ
の
大
き
さ
に
な
る
と
海
永
中
で
の
民

青
が
可
能
と
な
り
辛
子
の
で
、
う
ち
一
九

豆
万
宅
霊
境
湾
の
て
ン
安
!
地
元
の
海
話

車
問
生
貨
に
、
ま
た
一
九
甘

J

芝
生
計
三
vu
足

先
の
海
E
輯
主
貨
に
収
容
し
て
、
海
中
前

首
を
開
始
1
)
ま
し
#
」

ζ

現
在
、
両
樫
十
芯
海
中
飼
育
+
U
終
盤
に

近
づ
い
て
来
ま
し
た
が
、
稚
魚
の
市
A
A
四一ば

順
調
で
、
依
重
一
・
五
E
、
依
長
五
・
五

冊
目
也
に
吠
長
し
て
い
ま
す
(
写
真
)
C

一
般
に
サ
ケ
稚
魚
は
、
河
川
ー
か
ら
海
に

下
っ
子
安
も
、
し
苧
り
く
沿
岸
誠
に
精
一
ー

し
て
お
り
、
水
温
が
一
一

1
一
二
℃
に
達

す
る
頃
よ
り
一
ぷ
合
ヘ
移
訟
を
山
町
一
「
1
1

一

五
C
前
後
立
沿
定

rfdAfε
芳
一
点
す
と
ー
じ

わ
れ
て
い
ま
す
』

こ
の
た
め
、
こ
っ
式
FKで
h
J
世必ず
J
t
J
、

水
温
が
二
℃
前
後
二
遺
す
る
五
月
上
旬

頃
に
実
寵
す
る
マ
ア
宅
で
お
り
主
ム
そ
三

壊
に
山
崎
山
昨
日
負
よ
え
γ

っ
こ
え
長
・
)
、
住
ふ
じ

明
、
体
全
↓
一
・
三
宮
山
い
二
主
す
4
4
e
v
k
d
一

昨
丘
三
さ
れ
ま
す

昨
叶
任
ナ
ノ
予
備
t
u
r
k
t
之
、
七
ン
h
x

ー泊

先
と
川
内
町
佐
先
む
二
土
明
で
、
五
月
二

一
一
日
と
二
三
日
に
放
流
し
ま
し
た
が
、
放

流
魚
は
合
計
四
尾
が
採
捕
さ
れ
、
五
日
l

六
日
目
に
ほ
湾
口
部
に
達
し
て
お
り
、
一
広

尚一ぷ

セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

今
春
も
サ
ケ
稚
魚
の
海
中
飼
育
放
流
試
験

を
実
施
し
て
い
辛
苦
て

こ
の
試
験
は
、
稚
魚
を
海
中
の
慣
生
貨

で
、
な
る
べ
く
大
会
ヲ
¥
な
る
ま
で
育
て
て

か
ら
放
流
し
、
稚
魚
の
減
耗
を
少
な
く
し

て
、
親
魚
の
回
一
煙
率
を
高
め
・
4
っしrv
ず
る

も
の
で
す
。

か
つ
て
、
岩
手
県
水
産
試
験
場
が
山
田

湾
で
実
施
し
た
同
種
の
試
験
例
で
は
、
組
問

ザ
ケ
の
回
帰
率
は
七
・
六
%
と
、
従
来
の

平
均
回
帰
率
一
・
一

i
一
・
二
%
が
夫
き

ぐ
上
回
っ
て
お
り
、
や
り
方
に
よ
っ
て
は
、

一
crc位
ま
で
回
帰
が
高
ま
る
だ
る
つ
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す

c

今
年
の
、
こ
れ
ま
で
の
試
験
畦
過
浄
一
紹

介
し
て
み
宰
?ν
ょ
う
c

去
る
二
月
六
日
に
北
海
道
の
西
日
別
ふ
化

場
よ
b
、
発
眼
卵
三
百
万
世
が
陸
送
さ
れ

て
来
季
五
c

野
辺
地
町
、
野
辺
地
川
内

水
面
開
閉
段
、
野
辺
地
浄
、
協
心
ご
協
力
の
も

と
に
、
野
辺
地
ふ
佐
々

ι
?
で
小
化
一
同
点
円

に
当
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
二
月
一
五
日
1

二
r

白
頃
に
か
斗
・
て
ふ
也
￥
て
た
一

そ
の
後
、
三
月
中
旬
か
ら
は
塵
外
水
糟

引
高
餌
炉
開
青
芝
行
な
い
卓
?
レ
た
と
こ
ろ
、

四
月
初
旬
に
は
徳
重
0
・
六
1
0
・
八

g
、

依
重
四
1
四
・
五
閣
に
奇
ち
、
八
コ
・
一

、、

--

一
町
的
笠
間
刊
「
書
凶
作
1

へ
出
之
内
ゾ
ペ
志
な
い

か
と
推
察
さ
れ
ま
す
こ

今
年
斗
之
、
放
十
六
戸
田
乃
縦
長
。
あ
し
hyrυ

を
一
造
釘
調
査
す
る
予
定
で
い
ま
止
jν

サ
ケ

稚
魚
ほ
、
主
に
水
深
五

m
以
浅
ヴ
表
層
を

遊
泳
す
る
こ
と
、
光
に
集
ま
る
性
買
が
あ

る
こ
と
な
μ
あ
ら
、
イ
ワ
シ
、
コ
ウ
ナ
ゴ

等
を
対
象
』
エ
ヨ
る
宅
問
眠
、
俸
受
縄
等
に

入
構
す
る
可
能
性
が
一
一
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
一

こ
れ
ら
な
一
隻
色
、
ぷ
理
由
査
を
一
進
め
る
上
で

六
妄
貴
重
之
一
て
タ
'
-
Y

三
'
U
J
J
5
3
r
u
で、

必
ず
呂
田
寄
り
つ
持
宗
一
」
お
古
ム
U

下
え
-
る
よ

う
お
願
い
い
だ
'
)
ま
す
c

今
年
ほ
田
町
議
を

ヲ
J
な
い
で
放
流
し
ま
す
ゑ
で
、
標
識
が

つ
い
て
い
ι
十
九
て
乞
お
宮
J
下
さ
BUR-

4
H
A
f
F
省
、
が
、
北
洋
で
恒
市
F
に
大
き
く
育
-

っ
て
、
民
一
び
連
奥
湾
に
帰
っ
て
来
る
こ
と

を、

u
r
v
フ
か
民
自
保
も
見
守
っ
て
や
っ
て
下

さ
い
c

")1("" 
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高官一杯
ヒ
ト
デ
の
駆
除
を

励
行
し
よ
う

ヒ
ト
一
T
は
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
や
ア
カ
ガ
イ

等
の
二
枚
員
に
と
っ
て
、
恐
し
い
害
敵
で

す
c

し
た
が
っ
て
二
牧
民
霊
塔
つ
盛
ん
な

む
つ
湾
で
は
、
桁
網
や
ツ
フ
カ
ゴ
等
を
用

い
て
そ
の
駆
除
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で

す
引
、
訟
が
一
河
に
d
R
'
U
ま
せ
人
そ
広

は
一
川
放

J

、
「
)
ょ
う
か
乞

十
ヘ
き
な
原
因
コ
一
つ
と
し
て
、
国
の
よ

う
に
、
一
一
女
子
ガ
イ
と
ヒ
ト
デ
つ
芝
河
川
町
・

浮
透
明
及
び
付
者
間
が
三
ぽ
同
じ
で
あ
る

こ
-yyJr
あ
J
ν
Pれ
ま
す
つ
ま
り
、
ホ
タ

テ
ガ
イ
ろ
採
活
持
か
投
入
す
る
と
、
必
す

え7一寸
一一一一一一『
ぉー____J

章

生

4 一司吻

3エ巳.長王三一
，-‘、

8 " 
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技

師

宝

多

森

夫

ヒ
ト
デ
た
一
緒
に
採
笛
器
に
付
着
す
る
こ

と
で
あ
り
、
問
題
な
っ
ぽ
、
稚
民
採
取
の

時
に
、
こ
れ
ら
心
経
ヒ
ト
デ
幸
壬
喜
一
一
た
ま

ま
、
海
に
捨
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
じ

実ベ
f
q

こ
心
稚
員
採
取
の
時
こ
そ
ヒ
ト
デ

EFJF04J
，
ン
ス
で
す
-
今
年
か
ら
ふ
山
一
直

型
」
之
、
確
実
に
市
主
J
U
し
て
位
す
よ
う

に
し
去
し
よ
う
c

L
ボ
安
テ
ガ
イ
養
楕
に
従

事
す
る
ι
開
業
再
心
告
さ
ん
一
人
一
人
が
こ

の
こ
と
か
?
守
れ
ば
、
か
な
り
の
効
興
が
期

待
で
き
る
は
ず
で
す
亡

司事

ヒトデ之~さ広三
fピピンナソフフ均〉

権ヒトデ(0.7::;打〉
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主母

貝

5 $c$c~旨同e国母=同信詞$l$c~喜岡匂知建知建国￠知膏森県水産増殖センターだより

今
年
は
早
〈
島
右
手
県
大
鮎
渡
湾
、
北

海
道
噴
火
湾
で
ホ
去
十
分
イ
な
P
あ
ら
、
基

準
値
か
超
え
る
貝
毒
が
検
出
え
抗
、
出
街

規
般
の
措
置
と
な
っ
た
こ
と
は
鉱
承
知
の

と
お
り
で
す
c

こ
の
貝
毒
は
マ
ヒ
性
貝
毒

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
毒
性
が
強
く
、
神

経
性
の
マ
ヒ
中
毒
か
起
こ
し
、
強
け
れ
ば

死
に
到
る
も
の
で
す
c

幸
い
青
森
県
で
は

こ
の
毒
は
昨
年
圭
尋
も
主
」
検
出
さ
れ

て
お
ら
子
、
食
中
毒
の
例
も
未
だ
か
つ
て

出
て
お
り
ま
せ
ん
c

と
こ
ろ
で
、
陸
奥
湾
で

-E寸
年
四
月
十

字
白
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
か
ら
可
食
部
で
C
・

一
平
副
(
基
準
値

C
・
C
五
胤
)
の
高
い

脂
溶
性
員
意
(
前
記
マ
ヒ
性
貝
毒
と
は
異

る
・
も
の
で
弱
い
遣
で
す
が
、
下
痢
・
旗
標
均
等

の
症
状
砂
記
す
)
が
検
出
さ
れ
、
こ
れ
も
出

街
続
出
明
信
震
が
-
y
y
h
y
れ
辛
?
レ
た
乙
次
に
は

ホ
タ
一
寸
ガ
イ
に
も
出
ず
ど
る
の
で
は
な
い

か
と
、
養
殖
画
家
の
皆
さ
ん
も
不
安
な
気

持
で
お
ら
れ
る
シ
患
い
ま
す
£
正
直
に
云

っ
て
そ
っ
通
り
レ
患
わ
れ
ま
す
ε

一
つ
の

要
因
は
前
記
マ
ヒ
性
尚
昆
世
間
も
前
年
よ
り
一
一

占
ど
手
く
出
て
い
る
こ
と
阻
ま
た
陸
奥

湾
♂
水
温
刀
叡
金
品
川
前
年
夏
以
降
や
〉
宮
間

め
に
経
過
し
て
い
る
こ
と
一
等
の
理
由
か
ら

で
す

F
令

昨
年
。
軒
町
一
一

d

か
《
リ
み
て
、
ボ
タ
一
一
ガ
イ

，圃民、

つ

一一一川

しミ

て

次

長

直

春

〉工

の
毒
化
は
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
よ
り
遅
れ
る

傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
場
所
に
よ
っ
て

は
聞
も
や
チ
ー
基
準
値
か
-
超
え
る
と
こ
ろ
が

出
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
c

こ
の
脂
溶
性
員
選
の
原
因
謂
資
芯
昨
年

度
か
ら
水
産
庁
で
と
り
あ
げ
、
ホ
タ
テ
ガ

イ
生
産
田
町
で
あ
る
青
森
、
岩
手
、
宮
校
、

北
海
道
、
お
よ
び
牧
田
の
各
県
レ
嘉
一
北
水

研
、
+
東
北
大
学
、
北
里
大
学
合
協
力
に
よ

る
共
同
研
究
が
開
一
応
さ
れ
た
訳
で
す
こ
こ

の
一
ヵ
年
の
謂
査
結
粟
か
ら
幾
つ
か
の
こ

L
Y
予
判
っ
て
き
ま
し
た
一
ふ
」
の
菅
宮
古
i

九ゲ運

べ
ま
す
と
、

一
、
毒
化
の
認
め
ら
れ
た
海
域
。
水
温
は

一二
1
二
二
℃
の
巾
広
い
賢
一
主
で
あ
り
、

外
洋
的
一
環
績
の
+
々
が
高
ぐ
、
表
層
よ

υ巾・

下
層
が
惑
い
一
明
均
九
T

宗
s

)

、
ム
川
口
つ
下
一
再
か

ら
七
月
中
貨
に
民
主
vt

聞
く
山

J
J

夕
、
る
一

二
、
今
ま
で
毒
化
が
認
め
ら
れ
た
海
技
は

北
海
道
南
部
か
B

り
太
平
洋
側
で
ば
烹
絞
炉
、

収
質
疑
ま
で
、
日
本
泡
山
市
一
で
よ
科
、
日
以
仁

質
汚
ま
で
で
あ
る
が
、
ム
つ
峰
山
系
十
円
以
常
設
や
一

広
J

い
れ
ば
一
更
に
仁
」
ヲ
ー
す
る
て
官
ヅ
シ
つ

三
、
薄
化
原
王
ブ
ラ
ン
ク
k

シ
来
五
心
結

果
、
写
真
3
L守
Y
ぷ
定
一
一
日
町
幻
人
三
汗
ご
、

こ
の
一
一
一
種
類
0
・
っ
ち
の
い
づ
れ
か
に
し
之

ら
れ
て
き
た

こ
ヴ
h
M

汁炉、活一つ積七ゲ
γ

よ
く
見
て
下
さ
い

、、』ノ、ノ
イロ

λ

一ア片ノ

ン

ν=ー

イ
寸
ん
が
一
山

ノ
一
ノ
~

ノ

r
k

J

，、
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戸、

忠

し
テ
通

タ
見

ホ
の

の
苗

春

採

A
フ

在
、
こ
の
四
月
に
む
つ
措
震
所
か
ら

セ
ン
タ
ー
に
転
勤
に
な
り
、
ホ
タ
テ
ガ
イ

ゐ
天
《
採
泊
予
報
調
貨
か
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
卓
亡
た
こ

さ
て
御
存
知
の
さ
つ
に
、
こ
の
調
査
は

普
及
明
、
開
業
研
究
会
な
ど
と
協
力
し
て
、

ほ
只
請
を
、
ラ
l
パ
調
査
、
稚
貝
の
付
着

技師

平野

a
v
v
 状

況
調
査
等
が
符
な
い
、
採
苗
器
の
投
入

適
期
や
、
稚
貝
の
付
着
の
良
否
な
ど
が
予

想
L
て
情
報
を
流
し
、
ホ
タ
テ
種
苗
の
安

定
生
産
に
役
立
て
よ
・
つ
少
子
る
も
の
で
す
c

今
年
は
既
に
四
回
目
の
一
フ
I
パ
謂
斉
一
今
一

終
え
て
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
ラ
:

パ
は
全
湾
平
均
で
海
水
一
立
方
メ
ー
ト
ル

あ
た
り
約
二
、
六
(
汽
)
個
一
見
ら
れ
、
二
C

(

i

ミ
ク
ロ
ン
以
上
の
ラ
i
パ
長
十
数
か
品
越

え
て
頃
調
に
戒
育
し
て
い
ま
す
む
従
っ
て

付
官
官
時
間
は
四
月
下
旬
後
半
か
ら
五
月
上

旬
と
な
り
、
付
着
量
は
一
袋
あ
た
り
一
万

個
以
上
ほ
確
実
シ
患
わ
れ
ま
す
c

適
正
数
種
の
健
濠
な
後
貝
ιr-採
取
す
る

憶
に
心
懸
け
て
下
さ
い
こ

= 

= 
z 

z 

歪

z z 
主
主

主

主

主

-
吾

歪

E 

三

三

E 
E 

Z 

E 
E 
呈
E 
Z 
E 

霊

E 
Z 

Z 
釜

戸ワピ稚貝の
配分決まる

， -量技師

命i$小田切明久

セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
人
工
採
苗
試
験

で
生
産
さ
れ
た
ア
フ
ピ
稚
民
を
、
県
内
の

ア
フ
ピ
小
川
丹
波
寵
設
に
配
布
し
て
お
り

ま
す
ア
ワ
ど
心
中
間
奇
出
入
寝
技
法
、
厳

迂
為
一
泡
に
続
を
と
誕
生
し
、
今
や
八
個
所

に
増
え
て
お
り
ま
す
こ
今
ま
で
に
配
布
し

た
数
量
也
、
約
計
四
五
万
個
に
な
っ
て
お

り
串
芋

c

今
年
目
月
十
日
に
行
な
い
ま
し
た
ア
ワ

ビ
権
民
配
布
打
ち
ム
芸
品
に
は
ソ
現
振
興

謀
、
普
及
一
明
及
び
関
係
町
村
、
八
一
戸
拘
達
、

各
漁
協
な
ν
手
口
約
一
二
十
名
。
方
々
主

需
支
得
て
、
甜
他
国
一
の
配
布
な
ど
に
つ
い
て

話
々
い
芝
け
な
い
ま
し
た
一

そ
の
時
索
、
今
年
配
刀
す
る
稚
民
改
、

昭
和
五
一
二
年
四
月
1
六
月
に
採
芭
し
た
稚

貝
で
、
現
在
一
・
五
叩
ほ
ど
の
大
き
さ
に

な
勺
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
布
数
量
は
、

霊
山
・
一
二
一
概
・
深
浦
・
事
孟
桜
一
・
八
一
戸

関
連
各
一
万
個
、
佐
井
二
方
偲
(
幼
稚
仔

山
内
青
山
羽
吹
流
分
含
み
)
、
大
間
五
千
億
、

小
泊
三
千
個
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

配
布
さ
-
れ
た
稚
貝
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中

間
育
波
施
設
で
、
す
く
す
ぐ
と
育
つ
ず
〉
、

れ
る
辛
つ
祈
っ
て
お
り
孝
す
。
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噴
火
遼
の

ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖

許
容
量
に
つ
い
て

北
海
道
庁
は
、
北
海
道
大
学
・
北
水
研
・

道
水
試
等
の
機
関
を
駅
員
し

=
7年
を
費

し
て
、
瞳
火
構
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
許
容

量
謂
査
を
実
施
し
、
こ
の
度
そ
の
結
果
を

発
表
し
ま
し
た
む
こ
の
謂
査
結
果
重
要
約

し
て
み
辛
守
と
次
の
儀
に
な
り
ま
す
c

辛
子
、
月
別
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

生
産
宣
(
基
礎
生
産
量
)
が
算
出
し
ま
す
ε

次
に
、
こ
の
値
駒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
、
時
動

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
、
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ

な
ど
の
付
着
生
物
に
よ
っ
ア
食
べ
ら
れ
る

量
を
算
出
し
て
前
者
か
金
宇
品
き
、
残

り
の
量
が
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
捕
食
可
能
量
と

み
な
し
ま
す
。

一
方
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
月
別
摂
餌
量
を

震
に
よ
っ
て
求
め
辛
苦
c

そ
し
て
最
後

に
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
捕
食
可
能
量
が
最
低

値
を
示
す
月
に
、
ど
れ
戸
げ
の
ホ
タ
テ
ガ

イ
が
餌
の
不
足
歩
き
た
え
子
に
湾
内
に
収

容
出
来
る
か
を
号
ロ
算
し
、
こ
れ
を
以
て
噴

火
湾
の
養
殖
許
容
量
と
し
て
い
手
。

そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
噴
穴
湾
の
養
殖

許
容
隻
は
三
万
二
千
ト
ン
1
三
万
五
千
ト

ン
に
な
る
と
し
、
養
殖
が
許
容
さ
れ
る
の

は
こ
の
舵
囲
内
と
し
て
い
ま
す
。

噴
火
湾
に
お
け
る
過
去
の
ホ
タ
テ
ガ
イ

の
生
産
量
は
、
昭
和
五
O
年
二
万
主
ナ
ト

ン
、
五
一
年
三
万
六
千
ト
ン
、
五
二
年
六

万
k

ン
ル
ま
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、
安
定
主

産
の
た
め
に
、
北
迄
這
(
ケ
J
f
J
r

止
し
た
養

殖
許
容
量
は
、
か
な
り
少
な
い
之
の
と
い

え
る
で
し
ょ
う
c

む
つ
湾
の
湯
合
に
も
、
他
山
の
石
と
し

て
、
充
分
考
え
て
み
る
べ
き
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か

c

""" 青
[lJ 

禎
夫
)

む
つ
澄
の

底
魚
減
る

北
海
道
大
学
水
産
学
茸
の
前
田
辰
昭
助

教
授
等
は
、
県
水
産
試
験
場
の
協
力
炉
得

て
、
昭
和
五
二
年
以
来
、
む
つ
湾
の
底
魚

の
資
源
調
査
を
実
施
し
て
お
ら
れ
ま
す
c

こ
の
程
、
そ
の
調
査
結
果
の
要
点
を
メ
モ

と
し
て
県
に
提
示
さ
れ
ま
し
た
c

先
生
の
お
赦
し
が
得
て
、
そ
の
一

ghF一

転
致
し
て
み
主
9
と
表
の
僚
に
な
っ
て
お

り
、
一
間
当
り
の
平
均
持
獲
量
が
最
近
半

分
以
下
に
減
っ
て
来
て
お
り
ま
す
c

こ
れ

は
一
一
広
と
ジ
し
た
事
で
し
ょ
ラ
か
?
先
生

の
お
話
し
で
は
、
今
の
と
こ
る
セ
の
原
因

は
よ
〈
解
ら
な
い
と
の
事
で
す
c

皆
さ
ん
の
と
記
憶
も
真
新
し
い
様
に
、

昨
年
の
夏
、
む
つ
・
横
浜
押
で
酸
素
欠
乏

に
よ
り
、
底
魚
が
死
ん
で
劇
1
輯
に
か
か

り
、
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
c

県
漁

政
課
と
水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
が
調
査
し
た

と
こ
ろ
に
よ
れ
ほ
、
そ
の
際
の
へ
い
死
魚

の
総
畳
は
意
外
に
少
な
く
、
僅
か
約
三
ト

ノ-、

ン
理
事
Z

二
し
か
議
ぎ
ま
ぜ
ん
で
し
た
c

ま

?
-
、
へ
い
一
死
が
起
こ
っ
た
場
所
色
、

3
ぽ

東
湾
に
限
ら
れ
て
お
り
卓
?
ν
た』

一
方
、
先
生
等
が
行
な
わ
れ
た
カ
レ
イ

類
の
僚
議
放
流
結
果
に
よ
れ
ば
、
西
湾
湾

口
誌
で
放
流
さ
れ
た
も
の
は
全
ん
ど
の
も

の
が
西
湾
内
で
再
補
さ
れ
て
お
り
、
東
湾

と
西
湾
の
間
に
は
出
入
り
が
あ
ま
り
な
い

様
だ
と
の
事
で
す
e

こ
会
事
か
り
考
え
て
、
昨
年
来
話
題

'
Y
Z
也
っ
て
い
る
密
棋
が
、
こ
の
底
魚
資
源

減
少
ろ
原
因
心
一
つ
に
な
っ
て
い
な
け
れ

ば
よ
い
が
と
も
市
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
c

若
し
こ
れ
が
広
当
で
あ
れ
ば
重
大
な
事
で

あ
り
、
ま
た
不
名
誉
極
ま
り
な
い
事
で
す

の
で
、
敢
え
て
筆
を
と
っ
た
次
第
で
す

c

な
お
ま
た
こ
の
調
査
が
、
む
つ
湾
に
と
っ

て
非
常
に
大
切
で
あ
る
事
が
よ
く
理
解
出

来
ま
す
c

今
後
と
も
、
こ
の
謂
査
が
順
調

に
進
展
す
る
事
芳
一
心
か
ら
期
待
し
ま
す

c

(

伊

藤

進

)

むつ湾における

底曳棋の漁獲結果

年月 操業窃数 合言十鳥獲量 1震工E均

52年 8月 10毘 636.9匂 63.7匂

11月 9 914.7 101.6 

53年 4月 13 359.4 27.6 

7月 9 179.9 20.0 

10月 11 546ι 49.7 

合計 52 2637.5 50.7 

五

六
周
@
行
事
予
定

。
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むつ湾 むつ湾 セタン
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